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星のビーチからの初日の出（和佐）

謹
賀
新
年



2広報すおう大島 令和８年 ( 2026 年 ) １月号

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

周
防
大
島
町
長　

藤 

本 

淨 

孝

　

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
希
望

に
満
ち
た
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
に
な
ら
れ
た

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ま
の
日
頃
か
ら
の
町
政
へ
の
深
い

ご
理
解
と
、
温
か
い
ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

周
防
大
島
町
は
、
瀬
戸
内
海
の
穏
や
か
な
自
然

と
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
や
文
化
に
彩
ら
れ

た
、
美
し
く
豊
か
な
町
で
す
。
こ
の
恵
ま
れ
た
環

境
は
も
ち
ろ
ん
、
何
よ
り
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
温

か
い
心
が
、
多
く
の
方
々
を
魅
了
し
、
こ
の
町
を

支
え
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
恵
み
に
感
謝
し
つ

つ
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
邁
進
し
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の

進
展
、
複
雑
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
、
脱
炭
素

な
ど
の
環
境
問
題
に
加
え
、
物
価
高
騰
や
人
材
不

足
等
、
各
種
施
策
を
行
う
上
で
、
新
た
な
課
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
町
民

の
皆
様
と
共
に
町
の
未
来
を
考
え
、「
周
防
大
島
が

一
番
と
実
感
で
き
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、

財
政
の
健
全
化
を
基
本
と
し
つ
つ
、「
安
心
・
安
全

づ
く
り
」「
元
気
づ
く
り
」「
未
来
へ
の
基
盤
づ
く
り
」

の
３
つ
を
重
要
政
策
と
し
て
位
置
づ
け
、
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
「
午
（
う
ま
）」
で
あ
り
ま
す
。

午
年
は
、
変
化
を
恐
れ
ず
新
し
い
挑
戦
に
踏
み
出

す
パ
ワ
ー
を
秘
め
た
年
と
さ
れ
、
行
動
力
や
独
立

心
を
促
す
年
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

社
会
情
勢
に
即
し
た
町
の
組
織
機
構
を
構
築
し

て
い
く
と
と
も
に
、
暮
ら
し
や
産
業
の
基
礎
と
な

る
公
共
交
通
基
盤
の
確
保
と
利
便
性
の
向
上
、
防

災
・
防
犯
対
策
、
医
療
介
護
福
祉
の
充
実
、
産
業

振
興
、
環
境
問
題
な
ど
の
克
服
に
向
け
、
国
・
県

と
の
連
携
を
強
化
し
、
行
財
政
改
革
の
更
な
る
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
た
め

に
な
る
取
り
組
み
を
提
案
し
、
実
現
に
繋
げ
て
ま

い
り
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
周
防
大
島
が
持
つ
美
し
い
自
然
や
豊

か
な
文
化
を
次
世
代
に
つ
な
ぎ
、
共
に
誇
り
を
持

て
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
力
を
合

わ
せ
て
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
す
る

と
と
も
に
、
本
年
も
周
防
大
島
町
が
活
力
に
満
ち

溢
れ
た
一
年
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



3 広報すおう大島 令和８年 ( 2026 年 ) １月号

新しいまちづくりの指針
「第 2 次総合計画後期基本計画・第 3 期総合戦略・第 3 期人口ビジョン」の

策定状況を共有します！
～町内一丸となって、次世代（子や孫たち等）のためのまちづくりを検討～
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このままの施策だけでは

シナリオ①
　毎年、子育て世代 11 世帯
の転出抑制または転入促進

シナリオ②
　毎年、子育て世代 11 世帯
の転出抑制または転入促進
＋ 2045 年に合計特殊出生率
2.07 を達成

問政策企画課 地域振興班　☎ 0820-74-1007

2026 年２月に第２次総合計画後期基本計画等のパブリックコメントを実施します！

官民連携による計画策定により見えてきたこと

周防大島町として目指す目標人口

今後の計画・戦略策定のポイント

●各分野・団体の代表者に集まって頂き、官民連携による地方創生推進協議会を立ち上げ、人口減少対策の
　取組を検討しており、その中で重要なまちのニーズ・課題が見えてきたので紹介します。
　⑴人口減少に伴う財政縮小の影響が大きく、効率的・効果的な公共施設マネジメントが重要
　⑵町民の平均所得の向上に向けて、企業誘致の促進、生涯学習・経営を学べる学校教育の充実が重要
　⑶子育て世代の転出抑制のためには、分譲地等の住宅受け皿の整備・充実が重要
　⑷起業支援だけでなく、若年層移住者の雇用受け皿の充実やマッチングの仕組みづくりが重要
　⑸宿泊・飲食の受入環境の充実、まち全体の統一的なプロモーションが重要　等
●町民アンケート調査（18 歳以上・中学生・高校生・高専生）、子育て世代ヒアリング等も実施中であり、　
　今後 5 年間を見据えた、次世代のためのまちづくりも検討中です。

●「このままの施策だけでは」人口は大幅に減少し続け、財政悪化・生活関連サービス施設の存続確率の低
　下等に伴い、子どもたちの未来の生活・居場所を守ることが難しくなります。
●国土交通省の資料に基づけば、人口規模が 8,000 人程度を下回ると、喫茶店等の飲食サービス施設の存続
　確率が下がり始めることが指摘されています。
●こうした状況を防ぐためにも、シナリオ②（毎年、子育て世代 11 世帯の転出抑制又は転入促進＋ 2045 年
　に合計特殊出生率 2.07 を達成）程度の政策強度で 2045 年に約 8,000 人の人口規模を維持し、人口減少度
　合いを緩和していくことを目指します。

●全国的に地方創生が進む中、今後５年間が分岐点となります。
●人口が減少し、財政が縮小する中、行政単独の取組だけでは、次世代（子や孫たち等）のための持続的な
　まちづくりを維持することは難しい状況になってきています。
●先人達から受け継いできた周防大島町らしさを次世代（子や孫たち等）に受け継ぐためにも、町民の皆さ
　まと力を合わせて取り組める仕組みも構築していきます。

（年）



4広報すおう大島 令和８年 ( 2026 年 ) １月号

開設日 対象地区 会場

２月 18 日㈬
棟畑、屋代中村、奥村、石原、
樫原、自光寺、神領、中、原、
田中

大島庁舎
（３階会議室）

２月 19 日㈭
川地、羽越、石小田、先小田、
中小田、和田

２月 20 日㈮

銅、郷の坪、徳神、吉井、上砂田、
砂田、下砂田、吉兼、上北迫、
下北迫、東北迫、屋代中田、

（上・中・下）片山、宮の下、
北石、沖石

２月 24 日㈫
寺家、東畑、西畑、小平、
小山田北、小山田南

蒲野農村環境
改善センター

２月 25 日㈬
西の郷、蔵本、明神松（東・西）、
三蒲中村、新屋敷、西田

２月 26 日㈭
流東、流西、中塚、前港、後港、
東浜北、東浜南

３月９日㈪
立石、皆地、赤石、中浜、迎原、
原定、久保庄、下庄、坂本、西浜

沖浦農村環境
改善センター３月 10 日㈫

川窪、中開地、天神東、明神、
追通、森添、大歳、塩田

３月 11 日㈬
浜、塩町、木原、奥田中、里、
大東、久保、家房原、割石

３月 12 日㈭
新開、松ヶ崎、金屋、唐樋
水車、砂堀、小方、五反田

大島庁舎
（３階会議室）

３月 13 日㈮
浜 西、 浜 東、 郷 串、 上 湯 所、
下湯所

３月 16 日㈪

小松中田、手崎、明新、安迫、
北一（西・中・東）、北二（西・中・
東）、笠佐、瀬戸、南一、南二、
南三

開設日 対象地区 会場

２月 16 日㈪
花田道面、平原大畑、木屋原、
久保田中郷、大元

椋野公民館

２月 17 日㈫
山下浜東１区、山下浜東２区、
山下浜西 1 区、山下浜西２区、
西ヶ原

２月 27 日㈮
畑能庄、久保河内下、
久保河内上

山口県大島
防災センター

３月３日㈫

前 島、 向 町、 仲 町、 八 幡 上、
八 幡 下、 洲 崎、 港 町、 戎 町、
上本町、本町、古町、白石、
大崎、大崎２

３月４日㈬
東中津原、中瀬田、佐古、
宗光東、宗光西

３月５日㈭
新開東、新開西、丸山、流田、
庄地

３月６日㈮
東天満町、西天満町、西中津
原、上津原、山田上、山田中、
山田下、向津原、東下津原

大島地区

久賀地区

税  務  申  告

各会場とも相談時間は、

午前９時３０分 ～ 午後４時まで

※日付をよくご確認のうえお越しください。

　本年の確定申告、町県民税・国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料等の申告相談は次の日程で行
います。各会場の日程は、当該地区の予定申告者数により計画しています。やむを得ず他の会場で申告される人以
外は、出来るだけ指定の日に申告されるようお願いします。
　午前中は混雑する場合がございますのでお時間に余裕をもってご来場ください。
　申告についての詳しい内容は、別にお配りしています「申告案内（申告書付き）」をご覧いただくか、各会場で
相談員にご相談ください。

相談所の開設は２月 16 日 ㈪  から



5 広報すおう大島 令和８年 ( 2026 年 ) １月号

開設日 対象地区 会場

２月 16 日㈪ 船越
白木多目的
共同利用施設

２月 17 日㈫
伊崎、外入、沖家室、地家室、
佐連

２月 18 日㈬ 油宇、馬ヶ原、黒谷
油田農村環境
改善センター

２月 19 日㈭ 情、小伊保田、雨振、伊保田

３月４日㈬ 小泊、内入

東和
総合センター

３月５日㈭ 和田

３月９日㈪ 三ヶ浦

３月 10 日㈫ 森、平野

３月 11 日㈬
小積、大積、五条、神浦、
和佐

開設日 対象地区 会場

２月 20 日㈮ 油良

日良居出張所

２月 24 日㈫ 日前浜、長浜

２月 25 日㈬ 日前郷

２月 26 日㈭ 浮島（江ノ浦・樽見）、土居

２月 27 日㈮ 庄南、庄北、大泊、原、古城

橘総合センター

３月２日㈪ 吉浦、秋

３月３日㈫ 三ツ松、源明、川間

３月 12 日㈭
安下、長天、田中、
おれんじヒルズ、真宮、正分

３月 13 日㈮ 鹿家、栄、安高

３月 16 日㈪ 塩宇、西浦、和戸

▶�　申告相談所開設期間中は、税務課職員が各相談所に出向くため、税務課の窓口では最小限の職員での対
応となります。

　�　記載済申告書の受け取り、または、税務申告の説明（簡易）のみとさせていただきますので、あらかじ
めご了承ください。

▶�　18 才以上の人（収入の無い場合等）で申告の必要のない人でも、所得・課税証明書等の交付を希望さ
れる場合や国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料等の軽減措置を受ける場合、扶養の認定・
年金の裁定請求や免除申請をする場合等は申告が必要となります。

　�　また、介護保険施設や医療費の負担区分判定、高額療養費の計算等も申告を基にした所得の状況によっ
て決定されていますので、皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

▶　確定申告をされる人、サラリーマンで年末調整の済んだ人などは町県民税等の申告の必要はありません。

問い合わせ　税務課　☎ 0820-74-1008

東和地区橘地区

税務課からのお願い



6広報すおう大島 令和８年 ( 2026 年 ) １月号

会場にご来場される前の準備として、
⑴  マイナンバーカードのパスワードの確認
　 （数字４桁および英数字６～ 16 文字の２種類）

⑵  マイナポータルアプリのダウンロード　をお願いします。

確定申告会場をご利用される人へ

本年は、確定申告会場を

  『２月 16 日㈪』から開設しています。（受付時間 8：30 ～ 16：00）

なお、不動産の売却・贈与税の申告相談を希望される人は、

  『３月２日㈪～ 16 日㈪』にお越しください。

柳井税務署の確定申告会場について

申
告
期
限

所得税 および
復興特別所得税・贈与税

消費税 および
地方消費税（個人事業者）

事業税・住民税

３月 16 日 月 まで

３月 31 日 火 まで

３月 16 日月まで

問い合わせ
柳井税務署　☎ 0820-22-0277

※�確 定 申 告 会 場 の 混 雑 緩 和 の た め、
スマホを利用したご自宅等からの
e-Tax 申告にご協力ください

e-Tax で確定申告を
される人へのサポート

動画で見る確定申告
　申告書の作成手順を
動画でご案内していま
す。

ご質問はこちら
　確定申告に関するご
質問にチャットボット
がお答えします。

確定申告会場での相談を希望される人は、
「国税庁ＬＩＮＥ公式アカウント」から

オンライン事前予約の手続きをお願いします。

マイナンバーカードおよび電子証明書の
有効期限にご注意ください。
詳細は、デジタル庁ホームページをご確認ください。

所得税等の確定申告のご相談および申告書の受付期間 ２月 16 日㈪から３月 16 日㈪まで
※還付申告書は２月 13 日㈮以前でも提出できます



7 広報すおう大島 令和８年 ( 2026 年 ) １月号

問い合わせ　税務課 課税第１班　☎ 0820-74-1008

　勤務先の倒産や解雇等により離職を余儀なくされ
た人は、失業（離職）から一定の期間、国民健康保
険税が軽減されます。（軽減には申請が必要です）
対象者（次の全てにあてはまる人）
⑴�雇用保険受給資格者証の離職年月日が、令和２年

３月 31 日以降であること
⑵離職日において、65 歳未満であること
⑶�雇用保険受給資格者証の「離職理由コード」が「11・

12・21・22・23・31・32・33・34」のいずれか
であること

適用される期間
　離職日の翌日から、翌年度末までとなります。（※
再就職して国民健康保険以外に加入する場合は、そ

の時点までとなります） 
軽減の算定方法
　対象者の前年所得のうち、給与所得を 30 ／ 100
として算定します。（給与以外の所得、対象者以外
の被保険者の所得、対象期間外の所得については、
100 ／ 100 として算定します）
申請に必要なもの
⑴�雇用保険受給資格者証もしくは雇用保険受給資格

通知
⑵�対象者の個人番号がわかるもの（マイナンバー

カード等）
⑶窓口に来られる方の本人確認書類（運転免許証等）
申請場所　税務課、各総合支所・出張所

非自発的失業者の人は国民健康保険税が軽減されます

　

久
賀
の
町
は
、
８
月
頃
か
ら
３
月
頃
ま
で
季
節

風
の
北
風
を
受
け
る
。
明
治
の
は
じ
め
ま
で
は
、

海
が
荒
れ
る
と
小
船
を
浜
へ
引
き
揚
げ
た
り
、
河

口
付
近
に
繋
い
だ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

廻
船
な
ど
は
他
村
の
港
へ
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
築
港
は
長
い
間
、
地
域
の
課
題
で
あ
っ
た
。

　

文
政
９
年
（
１
８
２
６
年
）、
現
在
の
弁
天
ト
ン

ネ
ル
沖
に
古
波
止
（
ふ
る
ば
と
、
ふ
る
み
な
と
）

が
築
造
さ
れ
、
主
に
廻
船
の
停
泊
地
と
し
て
使
わ

れ
た
。
し
か
し
、
市
街
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所

に
あ
り
不
便
で
あ
っ
た
。

　

幕
末
の
幕
長
戦
争
（
四
境
の
役
）
で
焼
失
し
た

覚
法
寺
の
本
堂
再
建
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
と
き
、

住
職
の
大
洲
鉄
然
は
、
本
堂
再
建
よ
り
も
港
を
造

る
こ
と
の
方
が
先
決
で
あ
る
と
提
言
し
た
。
こ
れ

に
同
意
し
た
村
民
有
志
が
資
金
を
募
り
、
明
治
13

年
（
１
８
８
０
年
）、市
街
地
の
近
く
に
新
波
止
（
し

ん
ば
と
、
し
ん
み
な
と
）
が
築
造
さ
れ
た
。

　

船
を
繋
ぎ
や
す
い
二
段
の
波
止
で
、
石
組
み
の

間
に
隙
間
を
つ
く
り
波
の
力
を
受
け
流
す
工
夫
が

施
さ
れ
て
い
て
、
久
賀
の
石
工
の
技
術
の
高
さ
が

窺
え
る
。
こ
の
波
止
に
守
ら
れ
た
港
は
、
久
賀
に

船
籍
を
持
つ
漁
船
、
網
船
、
生
魚
船
、
廻
船
を
す

べ
て
収
容
し
、
村
外
の
諸
船
も
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
た
。
明
治
29
年
（
１
８
９
６
年
）
に
は
大

阪
商
船
の
寄
港
も
実
現
し
、
幕
長
戦
争
に
よ
っ
て

焦
土
と
化
し
た
久
賀
は
、
そ
の
後
、
港
町
と
し
て

発
展
し
て
い
っ
た
。

　

新
波
止
完
成
か
ら
７
年
後
の
明
治
20
年

（
１
８
８
７
年
）、
久
賀
駅
の
西
隣
の
駐
車
場
奥
の

土
地
に
久
賀
築
港
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
碑
の
前
に

は
、
碑
文
を
現
代
語
訳
し
た
史
跡
看
板
が
掲
げ
ら

れ
て
い
て
、
港
が
完
成
し
た
と
き
の
様
子
を
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
訳
文
の
作
成
に
は
町
内
外
の
専
門
家
が

当
た
っ
た
が
、
特
に
東
三
蒲
の
田
村
忠
士
先
生
の

ご
尽
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
申

し
添
え
る
。

周
防
大
島
の
文
化
財 

69

久
賀
築
港
碑

周
防
大
島
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員　

川
口　
　

智

▶
久
賀
築
港
碑



8広報すおう大島 令和８年 ( 2026 年 ) １月号

　平成 20 年２月９日以前に生まれた満 18 歳以上の日本国民で、選挙人名簿登録基準日（１月 21 日）まで、引き続
き３カ月以上周防大島町の住民基本台帳に登録されている人（令和７年 10 月 21 日までに転入の届出をされた人）です。
■周防大島町の選挙人名簿に登録されている人が、県内の他の市町に転出した場合
　引き続き山口県内に住所を有していれば周防大島町で投票できます。（証明書の提出等が必要）
■県内の他の市町の選挙人名簿に登録されている人が周防大島町に転入した場合
　引き続き山口県内に住所を有していれば選挙人名簿登録をされている市町で投票できます。（証明書の提出等が必要）

▼投票できる人

▼期日前投票

２月８日 ㈰ は   山口県知事選挙 の 投票日です
これからの山口県の未来をつくる大切な選挙です。あなたの一票を正しく使いましょう。

　投票日当日に仕事や冠婚葬祭・買い物などの私用で、投票所に行くことができない人は期日前投票ができます。

①指定病院等における不在者投票
�　病院等に入院（入所）している人は、入院（入所）先が指定施設であれば病院等で不在者投票ができますので、
施設長に申し出てください。
②郵便による不在者投票
　身体障害者手帳または戦傷病者手帳を交付されている人で、その障害の程度が一定の基準に当てはまる人、また
は介護保険法に規定する要介護区分が「要介護５」の人については、郵便による不在者投票ができます。事前に証
明手続等が必要となりますので、詳しくは早めに選挙管理委員会へおたずねください。

▼不在者投票

期日前投票の日時と場所
場所 期間 時間 対象地域

大島庁舎
1 月 23 日㈮

～ 2 月    7 日㈯
  8:30 ～ 20:00 町内全域

久賀・橘庁舎、
東和総合センター

2 月    5 日㈭
～ 2 月    7 日㈯

  8:30 ～ 18:00 町内全域

各出張所
2 月    4 日㈬

  8:30 ～ 18:00 町内全域

情島公民館 11:30 ～ 14:30 情地区

畑老人憩の家

2 月    6 日㈮

  9:00 ～ 12:00 三蒲畑地区

屋代山泉センター 14:00 ～ 17:00 屋代畑地区

津海木老人憩の家 14:00 ～ 17:00 津海木地区

小伊保田公民館   9:00 ～ 12:00 小伊保田地区

馬ヶ原公民館   9:00 ～ 12:00 馬ヶ原地区

神浦公民館 14:00 ～ 17:00 神浦地区

伊崎公民館 14:00 ～ 17:00 伊崎地区

地家室会館別館   9:00 ～ 12:00 地家室地区

鹿家地区農事集会所   9:00 ～ 12:00 鹿家地区

※�浮島地区の皆さまの期日前投票は、２月６日㈮までとなります。

投票所への送迎車の運行を行う地区
　前回の選挙から期日前投票所を廃止した、
雨振、長浜、畑能庄および源明地区においては、
次のとおり最寄りの期日前投票所へ送迎車の
運行を計画しています。詳細については、広
報と併せて配布している「令和８年２月８日
執行山口県知事選挙の期日前投票に係る送迎
車の運行について」をご確認ください。（該当
する地区のみ）

運行区間 運行日 運行時間

雨振地区⇔油田出張所 2 月 4 日㈬ 10:00 発

長浜地区⇔日良居出張所 2 月 4 日㈬ 14:00 発

畑能庄地区⇔久賀庁舎 2 月 5 日㈭ 10:00 発

源明地区⇔橘庁舎 2 月 5 日㈭ 14:00 発
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　入場券は郵送で届きます。入場券を忘れた場合や紛失したときは、当日投票所の係員に申し出てください。

▼入場券

　投票は自分で書いて投票するのが原則ですが、身体が不自由などのため、自分で書くことができない人は代理投
票ができますので、投票所で係員に申し出てください。

▼代理投票

　目の不自由な人は、点字により投票できますので、投票所で係員に申し出てください。

▼点字投票

　投票用紙の決められた枠内に、漢字、ひらがな、カタカナのどれでも構いませんので、候補者氏名を正しくはっ
きり書いてください。なお、候補者氏名以外のことを書くと無効になる場合があります。

▼投票用紙

　２月８日㈰の午後８時から、Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館で行います。

▼開票

　周防大島町選挙管理委員会事務局　☎ 0820-74-1000

▼問い合わせ

　　これまで投票所入場券の裏面には、期日前投票所
の日時と場所を記載していましたが、今後は、宣誓
書（兼請求書）の様式となります。（地方公共団体
情報システムの標準化に関する法律により、全国の
市区町村で投票所入場券の様式が統一）

◇期日前投票を行う場合

　期日前投票を行う場合は、投票所入場券「裏面」
の宣誓書に「氏名・住所・生年月日」をご記入のうえ、
期日前投票所へお持ちください。

◇不在者投票を行う場合
　他市区町村や指定病院等で不在者投票を行う場合
は、「不在者投票の投票用紙等の送付先・日中の連
絡先・投票場所」もご記入のうえ、選挙管理委員会
事務局へご提出ください。

◇選挙当日に投票を行う場合
　投票所入場券「表面」に記載してある指定投票所
に、投票所入場券をお持ちください。
　※投票所入場券「裏面」の「宣誓書（兼請求書）」
を記入する必要はありません。

投票所入場券の裏面が、「宣誓書（兼請求書）」になります

投票所入場券　裏面
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■久賀地区
投票区名 投票所名 区域

大崎 大崎公会堂 白石、大崎、大崎２

山田 山田公会堂 山田上、山田中、山田下

宮崎 久賀福祉センター 向町、八幡下、八幡上、仲町、洲崎、港町 、戎町、上本町、本町

久賀中央 農業者健康管理センター
向津原、古町、東天満町、西天満町、東下津原、東中津原、西中津原、
上津原、久保河内下、久保河内上、畑能庄、中瀬田、新開東、新開西、
丸山、流田、佐古、前島

宗光 宗光公会堂 庄地、宗光東、宗光西

椋野 椋野公民館
久保田中郷、花田道面、平原大畑、木屋原、大元、山下浜東１区、山下
浜東２区、山下浜西１区、山下浜西２区、西ヶ原

■大島地区
投票区名 投票所名 区域

三蒲 蒲野農村環境改善センター
東浜北、東浜南、中塚、前港、後港、小山田北、小山田南、流東、流西、小平、
西の郷、蔵本、明神松東、明神松西、三蒲中村、新屋敷、西田、寺家、東畑、
西畑

小松西 小松コミュニティセンター
笠佐、瀬戸、北一西、北一中、北一東、北二西、北二中、北二東、南三、
南二、南一、宮の下、商船

小松東 しまとぴあスカイセンター 屋代中田、沖石、北石、小松中田、手崎、明新

開作 大島町漁業協同組合 安迫、水車、新開、砂堀、小方、松ケ崎、金屋、唐樋、五反田

志佐 志佐老人憩の家 郷串、浜西、浜東、上湯所、下湯所

小田 さつき園作業所 上片山、中片山、下片山、石小田、先小田、中小田、和田、ほのぼの苑

砂田
屋代ふれあいデイサービス
センター「延命の家」

徳神、吉井、郷の坪、吉兼、上北迫、下北迫、東北迫、上砂田、砂田、
下砂田、川地、羽越

神領 神領コミュニティセンター 神領、中、原、田中、銅、棟畑、屋代中村、奥村、石原、樫原、自光寺

家房 家房公会堂 大東、久保、家房原、割石

出井 出井老人憩の家 川窪、中開地、天神東、明神、追通

戸田 沖浦農村環境改善センター 立石、皆地、赤石、中浜、迎原、原定、久保庄、下庄、坂本、西浜

横見 横見老人憩の家 森添、大歳、塩田

日見
沖浦ふれあいデイサービス
センター「延寿の里」

浜、塩町、奥田中、木原、里

※前回の選挙から、三蒲中央投票区と三蒲畑投票区を統合して三蒲投票区とし、神領投票区と屋代畑投票区を統合して神領投
　票区とし、津海木投票区と戸田投票区を統合して戸田投票区としています。

投   票   日：２月８日㈰　
投票時間：午前７時から午後６時まで
※�浮島地区（江ノ浦・樽見投票区）については、繰上投票（２月７日㈯  午前６時 45 分から午後５時まで）を

実施します。

当日の投票所一覧
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■東和地区
投票区名 投票所名 区域

伊保田 油田農村環境改善センター
情、雨振、伊保田（３区、４区、５区、６区、７区、８区、９区、10 区、
11 区）、小伊保田

油宇 油宇集会施設 油宇（13 区、14 区、15 区、16 区、17 区、18 区、19 区）、馬ケ原

和田 和田公民館 和田（東泊、西泊、中泊、庄東、庄西、庄里）

内入 内入公民館 内入（東、西）

小泊 小泊集会施設 小泊（東、東中、西中、天神）

和佐 和佐公民館 和佐（磯、東浜、東中浜、西浜、大西、郷）、神浦（東、西）

森野 旧東和図書館
森（水上、鹿老渡、片上、盛浜、走出）、平野（後園、祇園、塩屋、内浜、
江口、為栗、本平野、防河内、鎌田）

大小積 海辺の家おつみ 小積、大積

西方 西方公民館 長崎（東、西）、下田（東、中、西）、西方

船越 船越公民館 船越（東、中、西）

外入 白木多目的共同利用施設 伊崎、外入（西泊、東泊、下妙見、上妙見、宮下、郷、西三下、東三下）

地家室 佐連会館 地家室（西、中、郷、地東）、佐連（東、中、西）

沖家室 旧沖家室小学校 沖家室（南、中、峠、沖刈山、岡、鼻）

※前回の選挙から、伊保田投票区と小伊保田投票区を統合して伊保田投票区としています。

■橘地区
投票区名 投票所名 区域

安下庄東 原地区学習等供用施設 鹿家、栄、安高、橘福祉会、原、古城

安下庄中央 橘総合センター
和戸、塩宇、西浦、真宮、正分、おれんじヒルズ、長尾天満、安下、立
島、源明

安下庄西 旧橘ウインドパーク 川間、田中、三ツ松（東、中、西）、庄南、庄北、大泊

秋 秋自治会館（柑橘集荷場） 吉浦、江頭、下開地、西開地、神田

日前郷 日前郷公民館 貞広、大光寺、新屋上、新屋下

日前浜 しらとり苑 長浜、浜西、浜西中、浜中、日良居病院、愛和苑、浜東、日良居団地

土居 日良居出張所 土居（西上、西下、西中、東中、東上、東下）

油良 橘ふれあいかんころ楽園 油良（西、西中、東中、東）、たちばな園、油良郷

江ノ浦 浮島漁村センター 江ノ浦（西、東）、楽ノ江（投票日：２月７日㈯）

樽見 浮島地区学習等供用施設 樽見（投票日：２月７日㈯）

※前回の選挙から、鹿家投票区と安下庄東投票区を統合して安下庄東投票区としています。

問い合わせ　周防大島町選挙管理委員会事務局　☎ 0820-74-1000
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令
和
８
年
度
に
町
の
機
関
・
施
設
等
で
勤

務
を
希
望
す
る
人
は
、
登
録
が
必
要
で
す
。

　

登
録
者
の
中
か
ら
書
類
選
考
、
面
接
を
経

て
、
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
任
用
さ
れ

ま
す
。

　

登
録
資
格
や
方
法
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

登
録
で
き
る
人
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
人
で
す
。（
地
方
公
務
員
法
第
16
条
）

⑴�

拘
禁
刑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執

行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を
受
け

る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

⑵�

周
防
大
島
町
に
お
い
て
懲
戒
免
職
の
処
分

を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経

過
し
な
い
者

⑶�

人
事
委
員
会
又
は
公
平
委
員
会
の
委
員
の

職
に
あ
っ
て
、
地
方
公
務
員
法
第
60
条
か

ら
第
63
条
ま
で
に
規
定
す
る
罪
を
犯
し
刑

に
処
せ
ら
れ
た
者

⑷�

日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
、

日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政

府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る

政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ

れ
に
加
入
し
た
者

周
防
大
島
町
会
計
年
度
任
用
職
員
登
録
者
を
募
集
し
ま
す

項　　目 内　　容

任 用 期 間
一会計年度（令和８年４月１日から令和９年３月 31 日まで）のうち必要な期間
※ただし、任用から１カ月間は条件付採用期間となります。

勤 務 場 所 役場各庁舎、出張所および各種施設等

勤 務 時 間
原則　８時 30 分～ 17 時 15 分（休憩 12 時 00 分～ 13 時 00 分）以内
職場や勤務場所で始業時間や就業時間、休憩時間は異なります。

休 日
原則　週休日（土・日曜日）および国民の祝日に関する法律に規定する休日な
らびに 12 月 29 日から翌年１月３日までの日
※ただし、行事や業務内容によっては出勤日になる場合があります。

給 料・ 報 酬
町ホームページ「令和８年度周防大島町会計年度任用職員登録募集案内・募集
職種一覧表」を参照ください。

諸 手 当
・通勤手当、時間外勤務手当、休日勤務手当、宿日直手当、特殊勤務手当
・期末手当（支給対象：任用期間６月以上で１週当り勤務時間が 29 時間を超え
る者）

休 暇 等
⑴条例、規則に基づき、年次有給休暇を付与
⑵有給、無給の特別休暇あり
※勤務日数、勤務時間により、取得条件や日数が異なります。

社会保険等 勤務時間に応じて健康保険、厚生年金保険、雇用保険に加入

※職種によって、勤務条件が異なる場合があります。

⑴�

各
職
種
の
登
録
者
の
中
か
ら
書
類
審
査
を

実
施

⑵�

書
類
審
査
通
過
者
に
対
し
て
選
考
試
験（
面

接
等
）
を
実
施
（
令
和
８
年
２
月
中
旬
以

降
随
時
実
施
予
定
）

※�

書
類
選
考
通
過
者
に
は
、
各
所
管
部
署
か

ら
選
考
試
験
（
面
接
等
）
の
日
程
を
連
絡

し
ま
す
。

１　

登
録
資
格

２　勤務条件

３　

選
考
方
法

令和８年度
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申し込み・問い合わせ　生活衛生課 生活衛生班　☎ 0820-79-1012

４　

登
録
手
続
き
等

登
録
申
込
書
の
取
得
方
法

⑴
電
子
申
請

�　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
職
員
採
用
情
報
」

の
バ
ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
し
、
採
用
専
用
サ
イ

ト
か
ら
会
員
登
録
（
無
料
）
を
行
い
、
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
（
受
験
申
込
書
）
を
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

⑵�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

電
子
申
請
に
よ
り
申
し
込
み
を
し
な
い
場

合
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
会
計
年
度
任
用

職
員
登
録
募
集
」
か
ら
登
録
申
込
書
の
様
式

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
Ａ
４
用
紙
に
両
面
印

刷
し
て
写
真
を
貼
付
の
う
え
必
要
事
項
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

⑶�

各
総
合
支
所
・
出
張
所
で
配
布

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
採
用
専
用
サ
イ
ト

に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

各
総
合
支
所
・
出
張
所
で
紙
の
登
録
申
込
書

を
配
布
し
ま
す
。

提
出
書
類
お
よ
び
申
し
込
み
方
法

⑴
採
用
専
用
サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
み
の
場
合

　

電
子
申
請
に
よ
り
申
し
込
み
が
完
了
し
ま

す
の
で
提
出
書
類
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
顔
写

真
と
資
格
証
（
資
格
が
必
要
な
職
種
の
み
）

の
デ
ー
タ
が
申
し
込
み
の
際
に
必
要
で
す
。

⑵
紙
の
登
録
申
込
書
で
申
し
込
み
の
場
合

ア�

．
登
録
申
込
書
（
直
近
３
カ
月
以
内
に
撮

影
し
た
写
真
を
必
ず
貼
っ
て
く
だ
さ
い
）

イ�

．
資
格
証
の
写
し
（
資
格
要
件
が
必
要
な

職
種
に
限
る
）

　

上
記
の
書
類
を
期
間
内
に
総
務
課
人
事
行

政
班
（
大
島
庁
舎
２
階
）
に
提
出
す
る
か
、

「
会
計
年
度
任
用
職
員
登
録
申
込
書
在
中
」
と

朱
書
き
し
た
封
筒
に
て
郵
送
（
簡
易
書
留
等
）

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

２
月
６
日
㈮
の
消
印
有
効
と
し
ま
す
が
、

期
限
間
際
で
の
郵
送
の
場
合
は
、
速
達
郵

便
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

登
録
受
付
期
間

　

１
月
15
日
㈭
～
２
月
６
日
㈮
ま
で

○�
今
回
の
登
録
の
有
効
期
間
は
、
令
和
９
年

３
月
31
日
ま
で
で
す
。

○�

登
録
者
の
す
べ
て
の
人
が
任
用
さ
れ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○�

登
録
者
に
は
、
令
和
８
年
度
中
に
他
の
募

集
が
あ
っ
た
場
合
に
連
絡
を
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

〒
７
４
２
‐
２
１
９
２

　

周
防
大
島
町
小
松
１
２
６
‐
２

　

総
務
課 

人
事
行
政
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
０

５　

そ
の
他

６　

問
い
合
わ
せ
（
郵
送
先
）

採用専用サイト

町ホームページ

◎補助金額

　宅配ボックス購入費用（消費税および地方消
費税は除く）の２分の１の金額
　（補助上限額　5,000 円）
　※ 1,000 円未満の端数は切り捨て

◎申請受付期間

　令和８年２月 27 日㈮まで

　※�受付期間内でも予算額に達した時点で受付
を終了します。

　※�補助対象となる「宅配ボックス」、補助対
象者、申請方法等の詳細は、次の二次元
コードから周防大島町ホー
ムページをご参照ください。

申請は２月 27 日まで！宅配ボックス設置促進補助金
～ より快適で便利な暮らしと、再配達削減に！補助金を活用して宅配ボックスを設置しませんか？～

　町民の利便性向上と再配達削減のため、宅配ボックスの購入費の一部を補助しています。補助金を
活用して宅配ボックスを設置することで、再配達の削減、ご自身の都合のよい時間に荷物を受け取る
ことができます。再配達は、トラックの走行距離を増やし、CO ₂排出量の増加につながります。
　この機会に宅配ボックスを設置し、地球温暖化防止に貢献できる身近な取り組みを考えてみてはい
かがですか。

申請受付期限が迫っています！

町ホームページ
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申し込み・問い合わせ　政策企画課 ＤＸ推進班　☎ 0820-74-1007

令
和
７
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会

第
33
回
全
国
中
学
校
駅
伝
大
会

開
催
期
間　

12
月
13
日
㈯
～
14
日
㈰

開
催
地　

滋
賀
県

出
場
者

　

後
藤　

凪
咲
さ
ん

　
（
高
川
学
園
中
学
校
１
年
）

全
国
大
会
出
場
者
へ

激
励
費
授
与

▲チームの一員として全国大会に出場した後藤凪咲さん
（授与日：12 月 19 日）

柳井警察署だより

　地震による被害から身を守るためには、日頃か
ら備えるとともに、地震発生時の行動をイメージす
ることが必要です。万全の準備をしておきましょう。
平素からの準備等
○�家具等が倒れないように壁に固定するなどの対策

をとっておきましょう。
○�両手が使えるように、避難時は避難グッズを入れ

たリュックサック等を準備しておきましょう。
◯�家族で災害発生時の連絡方法や避難場所等につい

て話し合っておきましょう。
◯�自宅、学校、職場等から最も近い避難所及び避難

経路を確認しておきましょう。
地震が発生したら
○�机の下に身を隠すなど、落ち着いて自分の身を守

りましょう。
○�テレビ、スマートフォン等で、正確な最新の情報

を確認しましょう。
○�強い地震や長い時間の揺れを感じたときには、直

ちに海岸から離れ、高台に避
難しましょう。

問柳井警察署　☎ 0820-23-0110

今こそやらなきゃ「地震対策」

　令和 8 年 3 月末をもって 3G 回線サービスが終了するため、4G 回線に未対応の携帯電話は利用できなくな
ります。また、4G 回線に対応している機種であっても古い機種の場合は LINE などのアプリが利用できないケー
スが増えてきています。このような不安を解消するために、スマホに関する相談会を次のとおり開催します
ので、ぜひこの機会にお気軽にご相談ください。

⑴出張スマホ相談会
　日時　１月 24 日㈯・25 日㈰
　　　　午前 11 時～午後５時
　場所　道の駅サザンセトとうわ
　申込　不要
　※当日スマホの購入もできます

⑵ツアー型スマホ相談会＜東和・橘地区にお住まいの人＞

　日時　２月 11 日㈬
　　　　午後１時　東和総合センター出発予定
　場所　au ショップ柳井南店
　　　　※最寄りのバス停まで送迎いたします
　申込　２月３日㈫までに電話で申し込みください
⑶スマホ相談会＜大島・久賀地区にお住まいの人＞

　日時　２月 19 日㈭　午前 11 時～午後４時
　　　　※完全予約制
　場所　大島文化センター
　申込　２月 12 日㈭までに電話で申し込みください
※⑴⑵⑶とも参加費は無料

※�携帯画面右上に「３G」の表示がある機種の場合は令
和８年４月以降に電話やメールなどが利用できなく
なります

スマホ相談会を開催します！
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問い合わせ　周防大島観光協会　☎ 0820-72-2134

　1976 年（昭和 51 年）７月４日に日本道路公団
により大島大橋有料道路として開通、片道が普通
車 620 円・軽自動車 410 円の一般有料道路でしたが、
1996 年（平成８年）６月１日の償還期間満了によ
り、現在では無料にて通行できるようになりまし
た。（町民割引の通行料で渡っていた頃が懐かしい
です）
　また、通行無料化に合わせるように大島大橋交
差点の利便性が向上、信号に関係なく常時左折が
できるようになりました。
　2018 年（平成 30 年）10 月 22 日には、貨物船
が大島大橋の橋梁に衝突し橋が損傷、水道管が切
断されるなど、島のライフラインが寸断される事
故が発生しました。
　断水や車両通行規制が１カ月を超える期間とな
りましたが、その間多くの方々からのご支援と励
ましにより乗り越えて、12 月１日にはすべての地
区で水道が全面復旧しました。
　近年ではビールや電子機器、電力会社などのテ
レビＣＭの舞台として大島大橋が選ばれるなど脚
光を浴びています。
　このような変遷をたどり、2026 年（令和８年）
７月４日に大島大橋は架橋 50 周年を迎えます。
　これからも大島大橋は私たちにとっての最重要
なライフラインでありますが、観光においても大
島大橋が一番の観光スポットなのかもしれません。
　日本三大潮流といわれる大畠瀬戸を眼下に望み、
ＪＲ山陽本線の線路を俯瞰できることから、大島

大橋の歩道は鉄道ファンに人気の撮影ポイントで
す。さらに周防大島町側へ橋を渡ると圧倒的な存
在感のあるＳＵＯｰＯＳＨＩＭＡサインが交差点で
出迎えてくれます。
　飯の山の頂上にある展望台からは、大島大橋を
点景としたパノラマが広がり、山腹にある大多満
根神社の鳥居から明神鼻まで遊歩道も整備され、
大島大橋はもちろん、その周辺もウォーキングコー
スとして大いに魅力があります。
　架橋 50 周年を機に、いつもは車で通り過ぎるだ
けの大島大橋を、たまには歩いて渡ってみません
か？大畠瀬戸に吹く潮風を体に受け、潮流の響き
に耳を傾けながら歩く 1,020m の道程。のんびりと
した時間の中に意外な発見があるかもしれません。

大島大橋架橋 50 周年を迎えて

町
職
員
の
異
動
（
12
月
26
日
付
）

【
退
職
者
】
久
賀
総
合
支
所　

中
司　

紀
男

日時　２月６日㈮　午前 11 時ごろ

内容　防災行政無線の試験放送
　防災行政無線（屋外スピーカーおよ
びすべての戸別受信機）から、「これは、
J アラートのテストです」と、最大音
量で３回繰り返し放送されますのでご注意く
ださい。気象・地震活動の状況等によっては、
試験放送を中止することがあります。

　この試験は、全国瞬時警報システム（J アラー
ト※）を用いた試験で、全国でさまざまな手段
を用いて情報伝達試験が行われます。
※�Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃な

どの緊急情報を、国から市区町村へ、人工
衛星などを通じて瞬時にお伝えするシステ
ムです。

問い合わせ
　総務課 消防防災班　☎ 0820-74-1000

防災無線を用いた全国一斉「Ｊアラート」の試験放送を行います
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周 防 大 島 町 の 話 題

　気持ちを込めて書きました

　12 月 9日、今年も町内 3つのライオンズクラブ
から、町立小学校の児童約 336 人に年賀はがきを
寄贈しました。
　贈呈式後には、明新小学校の 3年生を対象に、今
回で 7回目となる「手紙の書き方体験授業」が行わ
れ、児童たちは、早速教わった内容を参考に、おじ
いちゃん、おばあちゃんや家族に宛てて、日頃の感
謝や新年の抱負を書き込んでいました。

　交通安全を呼びかけ

▲明新小学校で行われた年賀はがきの贈呈式

　�駆け抜けた大島路

　12月 21 日、第 77回大島一周駅伝競走大会、第
４回周防大島リレーマラソンが開催されました。
　大島一周駅伝は久賀庁舎前をスタート・ゴールに
43.0 ㎞、リレーマラソンは明新小学校前から久賀
庁舎前までの 29.6 ㎞を 7区間でタスキを繋ぎまし
た。当日は天候が心配されましたが、スタート時に
は雨も止み、選手たちは大島路を駆け抜けました。
　大会には、駅伝およびリレーマラソン合わせて
48 チームが出場し、大島一周駅伝・一般の部は広
島市陸協Ａが優勝、高校の部を市立沼田高校Ａが連
覇しました。リレーマラソンは、モンストライド岩
国が初優勝を飾りました。

▲安全運転を呼びかける藤本町長
▶受賞を報告した中元みどり大島郡連合婦人会会
長（最前列右から 4番目）および参加した皆さん

▲周防大島リレーマラソンのスタート

　12月 10 日、明新小学校前の県道で交通安全街頭キャンペーン
が行われました。これは年末年始の交通安全県民運動の一環で、
大島郡連合婦人会や柳井交通安全協会などと柳井警察署が協力し
行っています。
　また、キャンペーンの前には、この度、大島郡連合婦人会を含
む「山口県交通安全母の会」が、長年の交通安全活動により顕著
な功績を挙げたとして、令和 7年安全功労者内閣総理大臣表彰を
受賞したことを受け、表彰状および盾の披露が行われました。
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◆
安
全
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰

　

山
口
県
交
通
安
全
母
の
会

◆
令
和
７
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
作
品

【
標
語
の
部
】

○
山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
賞

　

さ
あ
行
こ
う

　
　
　

わ
た
し
の
一
ぴ
ょ
う　

と
ど
け
よ
う

　

新
村　

龍
斗
さ
ん
（
浮
島
小
学
校
４
年
）

【
習
字
の
部
】

○
山
口
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
会
長
賞

　

杉
野
那
々
子
さ
ん
（
大
島
中
学
校
３
年
）

表　

彰

▲▼ＡＳＰの様子

周
防
大
島
町
の
部
活
動
改
革　
「
学
校
部
活
動
が
地
域
に
移
り
ま
す
！
」

　

本
町
の
部
活
動
は
、
現
在
、
学
校
の
教

員
が
指
導
す
る
「
学
校
部
活
動
」、
部
活
動

指
導
員
や
外
部
指
導
者
な
ど
地
域
の
人
と

教
員
が
指
導
す
る
「
地
域
部
活
動
」、
地
域

の
指
導
者
と
希
望
す
る
教
員
が
地
域
の
一

員
と
し
て
指
導
す
る
「
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
」

の
三
つ
の
形
が
あ
り
ま
す
。「
学
校
部
活
動
」

と
「
地
域
部
活
動
」
は
学
校
教
育
の
一
環

と
し
て
運
営
さ
れ
、「
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
」

は
国
や
本
町
が
目
指
し
て
い
る
活
動
を
地

域
に
展
開
さ
れ
た
形
で
、
地
域
が
運
営
し

ま
す
。

　

本
町
の
部
活
動
改
革
は
、
令
和
８
年
度

よ
り
、
ま
ず
は
休
日
活
動
の
地
域
へ
の
展

開
（
地
域
ク
ラ
ブ
）
と
地
域
連
携
（
地
域

部
活
動
）
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
平
日

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
学
校
部
活

動
で
活
動
し
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
地
域

へ
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
、
Ａ
Ｓ
Ｐ
（
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
と
い
う
新
た
な
地
域

ク
ラ
ブ
を
創
設
し
ま
し
た
。
前
号
で
「
本

町
に
お
い
て
も
、
こ
の
国
の
方
針
を
ふ
ま

え
る
と
と
も
に
、『
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
』
の
二
本
柱
を
基
盤
に
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
。」
と
記
載
し
ま
し
た
が
、
こ
の
ク

ラ
ブ
は
『
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
』
を

目
指
す
も
の
で
す
。
地
域
の
人
た
ち
や
商

工
会
の
指
導
の
も
と
、
生
徒
が
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
企
画
・
運
営
を
行
う
こ
と

で
、
リ
ス
ク
管
理
を
含
む
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

能
力
を
育
む
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
の
活
動
で
は
、
多
く
の
お
祭

り
に
出
店
し
、
皆
さ
ま
の
笑
顔
に
支
え
ら

れ
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
後
、
小
学
校
５
・
６
年
生
、
中
学
校
全

校
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
児
童
・

生
徒
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
ま
す
。
そ
の
結

果
を
も
と
に
、
中
学
校
生
徒
会
を
中
心
に

新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ
の
創
設
に
も
挑
戦
し

て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課

　

☎
０
８
２
０
（
78
）
２
２
０
４

●２

※�

現
在
、
卓
球
部
と
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
地
域
の
指
導

者
が
配
置
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
休

日
（
基
本
的
に
土
曜
日
の
午
前
中
）

指
導
が
可
能
な
人
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

周防大島町の目標は

学
校
部
活
動

学校部活動

地域部活動

地域クラブ活動

地域部活動

地域クラブ活動

地
域
ク
ラ
ブ
活
動

平日はできるところから（＝学校部活動）

➡ ➡ ➡
以前 Ｒ８年休日 以降現在

▲藤本町長へ受賞の報告に訪れた
中元みどり大島郡連合婦人会会長㊧
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10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、

約
８
万
２
千
人
以
上
の
学
生
が
、

大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽

し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目

的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

３
０
０
以
上
の
幅
広
い
授
業
科
目

が
あ
り
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
1
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

出
願
期
間

 

・
第
１
回　

２
月
27
日
㈮
ま
で

 

・
第
２
回　

３
月
16
日
㈪
ま
で

問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

　

放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
３
（
９
２
８
）
２
５
０
１

　

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
加
入
者
に
は
、
健
康
に

対
す
る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
医
療
機
関
等
で
受
診

し
た
際
の
請
求
内
容
に
誤
り
が
な

い
か
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

医
療
費
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

（
国
民
健
康
保
険
は
２
カ
月
に
１
回

の
年
６
回
発
送
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
は
１
月
と
６
月
の
年
２
回

発
送
）

　

医
療
費
通
知
は
、
確
定
申
告
等

の
医
療
費
控
除
の
手
続
き
で
「
医

療
費
控
除
の
明
細
書
」
と
し
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
医

療
費
の
助
成
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、

ご
自
身
で
額
を
訂
正
し
て
申
告
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
診
療
を
受
け
た
月
か
ら

３
～
４
カ
月
後
（
審
査
機
関
で
の

審
査
を
行
っ
た
後
）
で
な
い
と
送

付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
11
月
と
12

月
診
療
分
に
つ
い
て
は
申
告
時
期

に
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
、
11
月
と
12
月
分

は
医
療
費
に
か
か
る
領
収
書
に
基

づ
き
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」

に
記
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療

費
控
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（「
医
療
費
控
除
の
明

細
書
」
の
記
載
に
か
か
る
領
収
書

は
５
年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
）

問
い
合
わ
せ

 

・
医
療
費
通
知
に
関
す
る
こ
と

　

健
康
増
進
課 

医
療
保
険
班

　

☎
０
８
２
０
（
73
）
５
５
０
２

 

・
所
得
の
申
告
に
関
す
る
こ
と

　

税
務
課 

課
税
第
１
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
８

　

地
方
自
治
法
第
２
４
２
条
第
５

項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
７
年
９

月
22
日
に
提
出
さ
れ
た
周
防
大
島

町
職
員
措
置
請
求
（
周
防
大
島
町

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
改

修
事
業
に
関
し
て
、
町
長
等
に
対

し
周
防
大
島
町
が
被
っ
た
損
害
を

補
填
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
を
求

め
る
住
民
監
査
請
求
）
に
つ
い
て

監
査
を
行
い
、
監
査
委
員
の
合
議

（
令
和
７
年
11
月
20
日
通
知
）
に
よ

り
、
請
求
人
の
主
張
は
理
由
が
な

い
こ
と
か
ら
棄
却
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

　

監
査
委
員
事
務
局

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
３

　

町
内
の
河
川
や
た
め
池
な
ど
に

お
い
て
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
が
目
撃
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ヌ
ー
ト
リ
ア
は
、
普
段
は
水
辺

に
住
む
動
物
で
す
が
、
根
菜
類
な

ど
の
食
害
や
た
め
池
の
堤
に
穴
を

掘
る
な
ど
の
被
害
を
も
た
ら
す
こ

と
か
ら
、
町
で
は
有
害
鳥
獣
に
指

定
し
、
捕
獲
し
て
い
ま
す
。

　

見
か
け
た
場
合
は
、
農
林
水
産

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

捕
獲
用
の
わ
な
（
箱
わ
な
）
を

見
つ
け
た
場
合
は
、
危
険
な
た

め
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

農
林
水
産
課 

有
害
鳥
獣
対
策
班

　

☎
０
８
２
０
（
79
）
１
０
０
２

　

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
な
ど
の

「
老
齢
年
金
」
は
、
所
得
税
法
上
の

雑
所
得
と
し
て
課
税
対
象
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
老
齢

基
礎
年
金
」
を
受
給
さ
れ
て
い
る

人
に
は
、
年
間
の
年
金
支
払
総
額

な
ど
を
記
載
し
た
「
源
泉
徴
収
票
」

を
令
和
８
年
１
月
下
旬
か
ら
送
付

し
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
ま
た
は

住
民
税
の
申
告
の
際
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
再
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
障
害
年
金
」
や
「
遺
族

年
金
」
に
つ
い
て
は
課
税
の
対
象

外（
非
課
税
）と
な
っ
て
い
る
た
め
、

「
源
泉
徴
収
票
」
は
送
付
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　

日
本
年
金
機
構

　
（
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
５
７
０
（
０
５
）
１
１
６
５

お
知
ら
せ

募
　
　
集

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

を
送
付
し
ま
す

「
医
療
費
通
知
」
の
送
付

周
防
大
島
町
職
員
措
置
請
求

（
住
民
監
査
請
求
）

ヌ
ー
ト
リ
ア
を

見
か
け
た
ら

放
送
大
学

４
月
入
学
生
募
集
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蔵
書
点
検
の
た
め
臨
時
休
館
し

ま
す
。
本
の
返
却
に
つ
き
ま
し
て

は
、
玄
関
先
に
あ
る
返
却
ボ
ッ
ク

ス
ま
た
は
町
内
他
館
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

休
館
期
間

　

2
月
17
日
㈫
～
20
日
㈮

問
い
合
わ
せ

　

大
島
図
書
館

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
３
８
０
０

　

障
が
い
に
関
す
る
理
解
促
進
研

修
・
啓
発
事
業
「
つ
な
が
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　

１
月
24
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所　

ゆ
め
タ
ウ
ン
柳
井
店
舗
内

内
容

　

つ
な
が
り
マ
ル
シ
ェ(

柳
井
圏

域
就
労
継
続
支
援
事
業
所
物
品
等

販
売)

、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課 

民
生
福
祉
班

　

☎
０
８
２
０
（
77
）
５
５
０
５

■
企
画
展

　
「
島
へ
ん
ろ
展
‐
写
真
で
た
ど
る

周
防
大
島
八
十
八
カ
所
巡
り
‐
」

　

明
治
22
（
１
８
８
９
）
年
、
日

見
西
長
寺
の
佐
々
木
純
円
上
人
に

よ
っ
て
開
か
れ
た
「
周
南
八
十
八

カ
所
霊
場
」。「
大
島
八
十
八
カ
所

霊
場
」
と
し
て
今
に
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。
周
防
大
島
の
札
所
と

そ
れ
を
支
え
た
人
々
を
紹
介
し
ま

す
。

期
間

　

1
月
14
日
㈬
～
2
月
15
日
㈰

　
（
入
場
無
料
）

休
館
日　

毎
週
月
曜
日

■
講
演
会

　
「
島
四
国
と
む
ろ
や
の
園
の
護
符

に
み
る
遍
路
の
祈
り
」

講
師

　

金
谷
匡
人
氏
（
元
山
口
県
文
書

館
副
館
長
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
地
域
文
化
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
や
ま
ぐ
ち
代
表
）

日
時

　

1
月
24
日
㈯

　

午
後
1
時
30
分
～
2
時
30
分

定
員　

60
名
程
度

　
（
参
加
無
料
・
予
約
不
要
・
先
着
順
）

会
場
・
問
い
合
わ
せ

　

八
幡
生
涯
学
習
の
む
ら

　

☎
０
８
２
０
（
72
）
２
６
０
１

開
催
日

　

２
月
15
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

部
門

 ･

小
学
生
の
部（
５
区
間 

４
・
５
㎞
）

　

午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

 
・
一
般
の
部
（
５
区
間 

５
・
５
㎞
）

　

午
前
10
時
30
分
ス
タ
ー
ト

対
象
者

 

・�

町
内
在
住
ま
た
は
町
内
に
通
勤
、

通
学
し
て
い
る
人

 

・�

町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
所
属

し
て
い
る
人
。

申
し
込
み
方
法

　

町
内
公
民
館
（
油
良
分
館
除
く
）

に
備
え
付
け
て
い
る
申
込
書
を
ご

記
入
の
上
、
１
月
30
日
㈮
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

久
賀
公
民
館
（
大
会
事
務
局
）

　

☎ 

０
８
２
０
（
72
）
２
２
７
１

　

脳
卒
中
や
心
臓
病
、
腎
臓
病
な

ど
の
要
因
と
な
る
高
血
圧
を
予
防
・

改
善
す
る
た
め
に
役
立
つ
情
報
を

お
届
け
す
る
「
ち
ょ
び
塩
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
生
活
習

慣
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
や
ち
ょ
び
塩

の
コ
ツ
を
楽
し
く
学
び
、
健
康
な

毎
日
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　

2
月
17
日
㈫

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
～
）

対
象

 

・�

ち
ょ
び
塩
健
診
、
国
保
特
定
健

診
を
受
診
し
、
推
定
一
日
食
塩
摂

取
量
が
８
ｇ
以
上
あ
っ
た
人

 

・�

血
圧
が
気
に
な
る
人

 

・�

そ
の
他
、
関
心
が
あ
る
人
な
ら

ど
な
た
で
も
！

定
員　

30
名

場
所　

た
ち
ば
な
ケ
ア
プ
ラ
ザ

内
容

⑴�

血
圧
測
定
、
血
管
年
齢
測
定
、

べ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
（
推
定
野
菜
摂

取
量
）

⑵�

保
健
師
に
よ
る
講
話

　
「
毎
日
に
プ
ラ
ス
！
血
圧
改
善
の

た
め
の
身
近
な
ヒ
ン
ト
」

⑶�

管
理
栄
養
士
に
よ
る
講
話

　
「
高
血
圧
予
防
の
た
め
の
ち
ょ
び

塩
＋
α
の
食
習
慣
」

⑷
ち
ょ
び
塩
料
理
の
試
食
会

締
切
日

　

2
月
10
日
㈫

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

に
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
班

　

☎
０
８
２
０
（
73
）
５
５
０
４

　
　

０
８
２
０
（
73
）
０
０
９
０

講
座
・
催
し

つ
な
が
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
つ
な
が
り
の
花
を
咲
か
せ
よ
う
～

八
幡
生
涯
学
習
の
む
ら

企
画
展
・
講
演
会

第
45
回
久
賀
駅
伝
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

大
島
図
書
館
の
臨
時
休
館

ち
ょ
び
塩
セ
ミ
ナ
ー

WEB 申込

FAX
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日
時

　

2
月
21
日
㈯　

※
雨
天
中
止

　

午
前
10
時
～
午
後
2
時

参
加
費

　

一
人
５
０
０
円
（
実
費
相
当
）

※�

ボ
ウ
ル
・
お
玉
・
泡
だ
て
器
を

ご
持
参
く
だ
さ
い

定
員

　

5
組（
1
組
2
名
ま
で
。
先
着
順
）

※�

未
就
学
児
は
定
員
数
に
含
め
ま

せ
ん

申
込
期
限

　

2
月
10
日
㈫
ま
で

場
所
・
問
い
合
わ
せ

　

地
家
室
園
地
拠
点
施
設

　

☎
０
８
２
０
（
80
）
４
０
２
０

　

令
和
７
年
度
の
起
業
家
育
成
事

業
報
告
や
受
講
生
事
業
プ
ラ
ン
発

表
、講
演
、座
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

起
業
や
地
域
活
性
化
に
興
味
・

関
心
の
あ
る
人
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。（
参
加
無
料
）

日
時

　

２
月
21
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
場　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

（
周
防
大
島
町
小
松
１
３
８
‐
１
）

そ
の
他　

　

新
型
コ
ロ
ナ
や
天
候
等
の
関
係

で
、
延
期
・
中
止
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
島
ス
ク
エ
ア
プ
ラ
ス

　
（
山
本
）

　

☎
０
９
０
‐
７
９
７
９
‐
４
６
１
５

みんなの情報源

竹
炭
を
使
っ
た

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
体
験

第 40 回サザン・セト大島ロードレース大会
２月１日㈰　１０：００ スタート

ゲストランナー　嶋原　清子さん
　山口県周防大島町出身。国士館大学卒業、資生堂
ランニングクラブ、SWAC アスリートを経て現在も
マラソンランナーとして活動中。世界陸上大阪大会
女子マラソン日本代表、2006 年アジア大会銀メダル、
2007 年世界陸上６位入賞、ホノルルマラソン優勝、
北海道マラソン優勝など輝かしい成績を残す。フル
マラソン自己ベストは２時間 25 分 10 秒。2 人の子
育てをしながら、マラソン大会のゲストランナーや
ランニングクリニックの講師として走る楽しさを多
くの人に伝える。

エントリー数 　２，３１０人
交通規制について（ご協力のお願い）
　午前９時 30 分～午後１時
☆�下田口から小伊保田までの国道 437 号を緊急車両

および大型車両を除き、全面通行止めとします。
☆�県道および町道に迂回路を設けています。当日は

看板および誘導員の指示に従い、迂回へのご協力
をお願いします。

スタート／フィニッシュ　周防大島町陸上競技場
問い合わせ　社会教育課 社会教育班
　　　　　　☎ 0820-78-5048

沿道からのご声援をお願いします！

島
ス
ク
エ
ア
プ
ラ
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム

「118」番への通報は…�
局番なしで「118」（携帯電話と同じ）に掛けてください。
①いつ②どこで③何が起きたのかを落ち着いて連絡してく
ださい。
問柳井海上保安署
☎ 0820-23-2250

海で事件・事故にあったとき、目撃したときは

「118」番　海上保安庁へ
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ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
地
域
の
変

遷
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
の
中
で
自
信
を

も
っ
て
活
躍
で
き
る
人
に
育
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
の
も

と
、「
宮
本
常
一
『
あ
る
く　

み
る

　

き
く
』
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
対
象
は
町
内
の
小
中

学
生
で
す
。
受
賞
さ
れ
た
方
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。

教
育
長
賞

「
東
和
の
じ
ま
ん

　
　
　
　

み
か
ん　

さ
つ
ま
い
も
」

　

東
和
小
学
校
３
年
生
の
皆
さ
ん

特
選　

「
お
い
し
い
み
か
ん
の

　
　
　
　

   

ひ
み
つ
を
さ
ぐ
ろ
う
」

　

明
新
小
学
校
３
年
生
の
皆
さ
ん

「
む
か
し
の

　
　

ど
い
の
こ
と
を
し
り
た
い
な
」

　

島
中
小
学
校
１
年

　

齋
藤　

香
蓮
さ
ん

優
良

「
わ
た
し
た
ち
の

　
　
　
　
　

周
防
大
島
の
ひ
み
つ
」

　

久
賀
小
学
校
３
年
生
の
皆
さ
ん

「
外
入
の
今
昔
Ｍ
Ａ
Ｐ
」

　

東
和
小
学
校
３
年

　

木
元　

咲
希
さ
ん

「『
は
た
ら
く
人
に
話
を
聞
い
た
よ
』

　
　
　
　
　
　
　
　

 　

レ
ポ
ー
ト
」

　

安
下
庄
小
学
校
２
年
生
の
皆
さ
ん

　

受
賞
作
品
は
、
宮
本
常
一
記
念

館
に
お
い
て
、
１
月
13
日
㈫
か
ら

27
日
㈫
ま
で
展
示
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
先
人
の
偉
業
や

地
域
か
ら
学
び
、
こ
れ
か
ら
も
大

き
く
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課

　

☎
０
８
２
０
（
78
）
２
２
０
４

令
和
７
年
度 

宮
本
常
一

「
あ
る
く　

み
る　

き
く
」
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
発
表

　

私
は
、昨
年
の
４
月
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
勤
務
し
、
東
和
地
区
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口

と
な
っ
て
お
り
、
毎
日
た
く
さ
ん
の
電
話
が
か
か
っ

て
き
ま
す
。
高
齢
者
や
ご
家
族
か
ら
健
康
や
生
活
面

の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
、
必
要
な
情
報

を
お
伝
え
し
た
り
、
実
際
に
家
庭
訪
問
を
し
て
心
身

の
状
況
や
生
活
環
境
、
思
い
な
ど
を
把
握
し
た
上
で
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

悩
み
や
不
安
を
感
じ
て
い
た
高
齢
者
が
、
生
活
環
境

を
整
え
た
り
、
そ
の
人
に
合
っ
た
支
援
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
安
心
し
て
在
宅
で
過
ご

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、
と
て
も
嬉
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。

　

本
町
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
高
齢
者
夫
婦
の
世
帯
が
多
い
町
で
す
。
ご
家

族
が
遠
方
に
お
ら
れ
る
人
も
多
く
、
認
知
機
能
の
低

下
に
よ
る
生
活
の
し
づ
ら
さ
や
、
点
在
す
る
集
落
、

地
理
的
状
況
か
ら
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
後
の
通

院
や
買
い
物
の
難
し
さ
が
あ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
住
み
慣
れ
た
地

域
で
生
活
を
続
け
て
い
く
上
で
、
普
段
の
ご
近
所
付

き
合
い
や
、
暮
ら
し
を
支
え
る
人
々
と
の
つ
な
が
り

の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
た
り
、
多
職
種
や
関
係

機
関
、
他
部
署
と
課
題
を
共
有
し
連
携
し
て
い
く
必

要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
人
で

も
多
く
の
高
齢
者
が
で
き
る
だ
け
介
護
を
必
要
と
せ

ず
、
元
気
に
自
分
ら
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
、
介
護
予

防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
町
内
の
サ
ロ
ン
や
集
会

等
で
健
康
相
談
や
介
護
予
防
に
関
す
る
講
話
を
行
っ

て
お
り
、
東
和
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
の
先
生
と
考
案
し

た
「
す
お
う
お
お
し
ま
お
元
気
い
き
い
き
体
操
」
も

体
験
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ア
イ
キ
ャ
ン
で
も
放

送
さ
れ
て
い
る
の
で
、
既
に
ご
存
知
の
人
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
度
、
新
し
く
冊
子
と

動
画
Ｄ
Ｖ
Ｄ(

貸
し
出
し
用)

を
作
成
し
ま
し
た
。
こ

の
体
操
は
、
ご
家
庭
や
地
域
の
集
ま
り
で
気
軽
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
、
日
常
生
活
動
作
の
改
善
を
目

指
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
に

ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
ご
希
望
の
人

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

保
健
師　

中
本
奈
美

　

☎
０
８
２
０
（
73
）
５
５
０
６

※「すおうおおしまお元気
いきいき体操」の QR コー
ドです。こちらから動画を
視聴することができます。
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か し こ い
消 費 者

めざせ！

【相談窓口】
柳井地区広域
消費生活センター
☎ 0820-22-2125
山口県
消費生活センター
☎ 083-924-0999

消 費 生 活 上 の 不 安
や 心 配 を 感 じ た ら
消 費 生 活 セ ン タ ー
にご相談ください。

【
相
談
】

　

探
し
て
い
た
商
品
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
と
こ
ろ
、

他
の
シ
ョ
ッ
プ
よ
り
安
く
売
っ
て
い
た
の
で
注
文
し
、
そ
の
日
の

う
ち
に
指
定
さ
れ
た
個
人
名
義
の
口
座
に
２
万
円
を
振
り
込
ん

だ
。
翌
日
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
メ
ー
ル
が
来
て
、「
在
庫
切
れ
の
た
め

〇
〇
ペ
イ
で
返
金
す
る
」
と
連
絡
が
あ
り
、
指
示
さ
れ
た
と
お
り

に
〇
〇
ペ
イ
の
ア
プ
リ
の
「
送
る
」
ボ
タ
ン
を
押
し
た
と
こ
ろ
、

２
万
円
を
送
金
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
返
し
て
ほ
し
い
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

商
品
代
金
は
銀
行
口
座
に
振
り
込
ん
だ
の
に
、
返
金
は
〇
〇
ペ

イ
で
と
い
う
の
は
最
近
多
い
詐
欺
の
手
口
と
思
わ
れ
る
の
で
、
す

ぐ
に
警
察
に
相
談
す
る
よ
う
助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

返
金
詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
ネ
ッ
ト
通
販
の
ト

ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

ネ
ッ
ト
通
販
を
利
用
す
る
と
き
は
、
日
本
語
が
不
自
然
で
な
い

か
、
価
格
が
極
端
に
安
く
な
い
か
、
振
込
先
口
座
名
義
が
個
人
名

で
な
い
か
、
業
者
の
名
称
、
所
在
地
、
連
絡
先
、
キ
ャ
ン
セ
ル
の

可
否
や
返
品
・
返
金
の
ル
ー
ル
な
ど
が
明
確
に
表
記
さ
れ
て
い
る

か
、
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ネ
ッ
ト
通
販
で

「
〇
〇
ペ
イ
で
返
金
し
ま
す
」
は
詐
欺
で
す

暮らしの相談（１月 21 日～２月 20 日）

■相談所
相　談 日　時 場　所 備考・問い合わせ等

常設人権相談所 毎週月～金曜日
（休日を除く）   8：30 ～ 17：15 山口地方法務局 岩国支局

（岩国市錦見一丁目 16-35）

○�差別、いじめ、嫌がらせ等の相談
問�山口地方法務局 岩国支局
　☎ 0827-43-1125

特設人権相談所   2 月   6 日㈮   9：30 ～ 11：30 橘総合センター ○差別、いじめ、嫌がらせ等の相談
問福祉課 民生福祉班　☎ 77-5505

育児相談
  1 月 22 日㈭

10：00 ～ 11：30
しまとぴあスカイセンター ○�お子さんの発育・発達や食事等の相談

問�福祉課 こども家庭班（こども家庭センター）
☎ 77-5508　※助産師による相談あり　

  2 月 13 日㈮ たちばなケアプラザ
  2 月 17 日㈫ 久賀福祉センター※

こころの相談   2 月   6 日㈮ 10：00 ～ 12：00 久賀福祉センター ○要予約
問�健康増進課 健康づくり班　☎ 73-5504

認知症相談   2 月   2 日㈪   9：00 ～ 12：00 日良居庁舎 ○相談日以外も可能
問地域包括支援センター　☎ 73-5506

出張年金相談 毎月第３火曜日
10：00 ～ 12：00

久賀総合センター ○�要予約
問岩国年金事務所　☎ 0827-24-222213：00 ～ 16：00

■税務相談
相　談 日時 備考・問い合わせ等

個人相談（所得税・消費税等） １月第 2・3 水曜日    9：00 ～ 16：00
※２月は 6 ページを参照ください ○要予約

問柳井税務署
☎ 0820-22-0277

音声案内
「２」→

「５」

法人相談（法人税・消費税・源泉所得税・印紙税等） １月第 2・4 金曜日    9：00 ～ 16：00
２月第 1・3 金曜日    9：00 ～ 16：00 「７」「８」

資産相談（相続税） １月 26 日㈪　　　     9：00 ～ 16：00 ○要予約
問徳山税務署  ☎ 0834-51-1122（直通）

■電話相談
相　談 時間 電話番号

国税に関する一般的な相談（電話相談センター）   8：30 ～ 17：00 ☎ 0570-00-5901

救急医療電話相談
こども（15 歳未満）の相談 19：00 ～翌 8：00 ♯ 8000（利用できない場合　☎ 083-921-2755）

おとな（15 歳以上）の相談 毎日 24 時間 ♯ 7119（利用できない場合　☎ 083-921-7119）

※緊急・重症の場合は、迷わず 119 番してください。
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しっちょる？やっちょる？健康づくり！
～「ちょび塩」でおいしく運動・活動で元気に！ ～　№ 151

　新しい年が始まりました。今年の干支は「午」です。
馬は縁起のよい動物とされ、「勝ち馬に乗る」「馬車馬
のように働く」など、一心にゴールを目指して進むイ
メージが多くあります。ちなみに、「馬車馬のように」
とは、長時間の過重労働ではなく、「寝食も忘れて打ち
込む」様子を表す言葉で、走りぬく、力強い、勝利を
目指すといった良い意味で使われるものです。また、
馬は神の乗り物とされ、馬を描いた板に願いを込めて
奉納するのが「絵馬」です。改めて、こころの絵
馬に健康に関する願い事を描いてみませんか？

■ちょび塩と血圧管理を通じた願い
　私たち健康増進課の願いは、皆さんが健康で長
生きし、最期まで自分らしく豊かな人生を全うで
きることです。その第一の鍵となるのが「ちょび塩」
と「血圧管理」です。
　令和４年度版厚生労働白書によると、日本人の
死亡に影響を与える危険要因の第１位が高血圧、
次いで喫煙、高血糖となり、第８位に塩分の摂り
過ぎが上がっています。この危険要因を防ぐこと
で皆さんの命を守りたいと考えています。

■健康づくりの主役は自分自身
　皆さんの命と健康を守るため、健康増進課では健診
やがん検診、予防接種、各種健康講座や健康相談、健
康情報の発信等、健康づくりに関するサポートを行っ
ています。それを選択し、実践するのは他ならない皆
さん自身です。ぜひ自分の手で、命と生活を守る 1 年
にしてみてください。

2026 年「跳ねる、駆ける、達成する」

問健康増進課 健康づくり班　☎ 0820-73-5504
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、
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。
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＜令和４年度版厚生労働白書＞
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周防大島町が運営する住民参加型のローカルテレビ。
毎週火曜に番組の更新を行い、６時～ 24 時まで繰り
返し放送！放送した番組のＤＶＤは図書館で貸し出
しを行っています。一部の番組はユーチューブで視
聴もできます。

周防大島チャンネルはケーブルテレビアイ・キャ
ンに加入することでご覧になれます。ケーブルテ
レビ新規加入促進補助金も適用されます。詳しく
はアイ・キャン（☎ 0120-189234、携帯電話の
方は☎ 0827-22-5678）にお問い合わせください。

の
１月２０日

２月２３日
～

２月３日～９日

１月２７日～２月２日

令和７年度 周防大島町 二十歳の集い

今年度で二十歳という節目の年を迎えられたみなさんの特別な一日「二十歳の集
い」です。１月 4 日に橘総合センターで行われた式典の様子や、新たな門出を
迎えられたみなさんのインタビューなどをお届けします。

ちょび塩 Cooking 2025 年度 冬
～ちょびっとの塩分で美味しく食べて元気に！～

冬に旬を迎える食材を使ったちょび塩メニューを紹介します。香味野菜やかつ
お節のうま味を活かすなど、ちょび塩の工夫を取り入れています。

２月１０日～１６日
げんきなちびっこ発表会 2025 パート２

町内の保育園の子どもたちによるテレビ発表
会。今年は５園が参加。パート 2 では久賀保
育園の発表をお届けします。

アイ・キャン
ニュースダイジェスト

１月に放送した周防大島町
のニュースを一挙放送。

１月２０日～２６日

２月１７日～２３日

日本ハワイ移民資料館とアートのこれから

2023 年に日本ハワイ移民資料館で個展を開いたアーティスト、原田裕規さんら
によるトークイベントです。シャドーイングという技術を用いた作品づくりの裏
側や、日本ハワイ移民資料館の魅力について語りました。

げんきなちびっこ発表会 2025 パート３

町内の保育園の子どもたちによるテレビ発表
会。今年は５園が参加。パート 3 では西光寺
保育園、ひらい保育園の発表をお届けします。

お元気いきいき体操

東和病院のリハビリの先生
と考案。今回は準備体操～下
半身の体操をお届け。

げんきなちびっこ発表会 2025 パート１

町内の保育園の子どもたちによるテレビ発表
会。今年は５園が参加。パート 1 では中保育園、
源空寺保育園の発表をお届けします。

お元気いきいき体操

東和病院のリハビリの先生
と考案。今回は準備体操～上
半身＆体幹の体操をお届け。

日本ハワイ移民資料館とアートのこれから

2023 年に日本ハワイ移民資料館で個展を開いたアーティスト、原田裕規さんら
によるトークイベントです。シャドーイングという技術を用いた作品づくりの裏
側や、日本ハワイ移民資料館の魅力について語りました。
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２月の柳井健康福祉センター定例保健事業
相談内容 実施日 時間

骨髄ドナー登録

２月３日㈫

 ９：00 ～ 10：00

Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査 10：00 ～ 10：30

風しん抗体検査 10：30 ～ 11：00

ＨＩＶ抗体検査 13：30 ～ 15：30

※無料、要予約（前日までに電話予約）
問柳井健康福祉センター　☎ 0820-22-3631

今月の納期（普通徴収）

　　【第４期分】　　町県民税
　　【第７期分】　　国民健康保険税
　　　　　　　　　介護保険料
　　　　　　　　　後期高齢者医療保険料

　　　　　　　　　納期限　２月２日㈪

人のうごき（12 月１日現在）※増減は前月比

人口 13,201 人 （-37）

男 6,176 人 （-18）

女 7,025 人 （-19）

世帯 7,855 戸 （-19）

増：出生　   1 人
　　転入　16 人

減：死亡　32 人
　　転出　22 人

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00
日にち 医療機関 連絡先

1 月 25 日㈰ 山中医科歯科クリニック ☎ 72-0152

2 月      1 日㈰ おげんきクリニック ☎ 74-2490

2 月      8 日㈰ 川口医院 ☎ 78-0306

2 月 11 日㈬㈷ 正木内科医院 ☎ 77-0021

  2 月 15 日㈰ 橘医院 ☎ 77-1000

通年
大島病院 ☎ 74-2580

東和病院 ☎ 78-0310

広報すおう大島 12 月号 10 ページの
「奥拳太選手の優勝報告」記事に誤りがありました。

訂正してお詫び申し上げます。

　　　〈誤〉▶奥　拳太選手（周防大島町出身）

　　　〈正〉▶奥　拳太選手（戸田）

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。
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１人分の栄養素量…エネルギー 288kcal、たんぱく質 17.9g、脂質 20.0g、食物繊維 1.5g、食塩相当量 0.5g

ち ょ び 塩 冬 レ シ ピ ♪

材料（２人分）

サバ  …········ ２切れ
 片栗粉  ········ 適量
れんこん ······ 100 g
揚げ油    ········· 適量
水菜      ············ 30 g

　 酒  ……･････  大さじ   １
　 しょうゆ  ･·  大さじ     1/2
　 しょうが … 小さじ 1/2
　  にんにく… 小さじ 1/2
かぼすなどの柑橘 ·· 適量

Ａ

町内の協力店舗や医療機関、各総合支所・出張所等にちょび塩レシピを置いていますので、ご活用ください。

作り方

❶�サバは食べやすい大きさに切る。ポリ袋にＡ

を合わせ、切ったサバを入れて軽くもみこみ、
20 分程度おき、下味をつける。

❷�れんこんは皮をむいて５㎜幅の輪切りにする。
水につけてあくをぬく。

❸�水菜はよく洗い、３㎝長さに切る。
➍�❶のサバに片栗粉をまぶし、170 度に熱した

揚げ油できつね色になるまで揚げる。❷のれ
んこんは水気をふき取り、素揚げする。

❺�器に➍を盛り付け、❸を添える。お好みでか
ぼすやゆず、だいだいなどを絞りかける。
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